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日本看護倫理学会第 13回年次大会
▶日程：5月30日（土）～31日（日）
▶会場：島根県民会館（島根県松江市）
▶テーマ：看護倫理の明日を拓く─多様性を尊重するた
めに
▶プログラム：大会長講演「看護倫理の明日を拓く─多様
性を尊重するために」吉川洋子（島根県立大学看護栄養学部 

教授）／基調講演「看護師の倫理実践力 ─語れない語
られないものを観じる力」西村ユミ（首都大学東京健康福祉
学部教授）／特別研究「ケアの倫理と当事者意識─多様
性の社会哲学として」宇野重規（東京大学社会科学研究所教
授）／教育講演Ⅰ「倫理的ふるまいとは何か─研究と臨
床のまじわり」糸川昌成（東京都医学総合研究所病院等連携研
究センター副所長・センター長）／教育講演Ⅱ「改めて倫理調
整について考える」鶴若麻理（聖路加国際大学大学院看護学
研究科准教授）／市民公開講座「死にゆく人の心に寄り添う」
玉置 妙憂（大慈学苑代表）／シンポジウムⅠ「在留外国人へ
の健康支援を考える─職場や地域で外国人を取り残さ
ない社会を目指して」三上大輔（フジアルテ出雲営業所所長）、
伊藤恭子（出雲保健所医事・難病支援課課長）、沢田貴志（港町

診療所所長）／シンポジウムⅡ「グリーフケアの現状と課題
─遺族に寄り添うために」／ランチタイムセミナー「医療
従事者のためのマインドフルネスと自分への思いやり─
ストレスを和らげ、自分をいたわるために」岸本早苗（京都
大学大学院医学研究科健康増進・行動学分野）／倫理教育カフェ
「倫理的感受性を持ち続けるために」國枝美代子（金沢大学
附属病院副看護部長臨床教育担当）／母と子の倫理カフェ「看
護倫理対話」

▶参加費：［事前登録］会員8000円、非会員9000円、
学生3000円、［当日登録］会員9000円、非会員 1万
円、学生3000円

▶事前参加登録締切：4月26日（日）正午
▶申込方法：以下の参加登録フォームより

https://jnea13th.com/participation/
▶問い合わせ先：大会事務局
〒693-8550　島根県出雲市西林木町 151　 
島根県立大学看護栄養学部内
TEL:0853-20-0535
E-Mail：jnea13th@u-shimane.ac.jp
https://jnea13th.com/
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